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日本の政治・経済社会における男女格差は世界的にみても大きく、その現象は医学界でも同様
です。しかし、少子高齢化が急速に進む中で、これまでとは違う社会のニーズ、が生まれ、女性の
活躍が注目を集めつつあります。企業においてはダイバーシティの推進が経営戦略のひとつとし
て位置づけられ、各社が積極的に取り組んでいます。医療界においても女性医師への期待感は高
まりつつあり、女性医師が働きやすい環境を整備することの重要性が示される機会が増えました。
これはとても良い傾向ですが、同等に重要なことは、女性医師自身のさらなる意識や意欲の向上
ではないでしょうか。それは、女性本人が自分の軸となる考えを持ち、行動力・判断力を養いな
がら、力強く生きょうとすることだと思います。例えば、現在 70 歳代以上の女性医師の中
には、戦争で全てが破壊され物が何もない時代をたくましく生き抜き、働き続けた方々がたくさ
んいらっしゃいます。物も支援もなかった時代でしたが、自分の軸はどの時代より太くたく
ましかったように思います。今、この時代に生きる者として、もう一度自分自身の内面に向き合
い、医師としての責務を自覚し、その上で多様な選択肢の中から自分らしい生き方を選び、そし
て活躍する、この流れこそが大切ではないで、しょうか。
今回の公開討論会には、社会の様々な分野の第一線で活躍する女性にお集り頂くことになりま
した。職種は違っても人生経験から得られる「答え」には共通点が多く、私自身これまでに異業
種の方からたくさんの事を勉強させて頂きました。そして、医療界からは本学の循環器小児科で
働く男性准教授と女性助教のペアに討論に参加して頂きます。お集り頂く皆様には、これまでの
経験を踏まえて現在どのような意識と意欲を持って仕事に臨んでおられるのか、その本音を聞かせ
て頂きたいと考えています。フロアの皆様には、討論を通して、仕事を進める上で、のバイタリティ、
柔軟性、実行力、包容力、リサーチ力、分析力、発信力、協調性、前向きな姿勢やエネルギー
などをじっくり観察して頂き、特に学生の皆さんには、できるだけ多くのことを吸収してもらい
たいと願っています。
医師は、男女に関わらず深い知識・特殊な技能・的確な判断力を求められる専門性の高い職業
です。また、一人前の医師になるまでには時間も費用もかかります。そして、人命に関わる仕事
であることから社会的使命が強く、プライベートが犠牲になることも少なくありません。男性に
とっても女性にとっても厳しい職業であることは確かです。しかし、その道を自ら選んで医学を
学んでいるのであれば、志した医師の道を自分の軸として、ぶれることなく頑張っていただきた
いと思います。学生や若手医師の皆さんにとって、今回のシンポジウムが、自分の軸を考え、幅
を広げるきっかけになってくれることを期待しています。
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